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　授業科目のナンバリングは7桁の英数字で構成されています。7桁の英数字の内訳は、
　　①科目区分､②科目区分別通し番号､③配当年次､④ディプロマポリシー(卒業認定･学位授与)との
　　関連で構成されています。そして、それぞれの区分の中で表す英数字の意味は次のとおりです。

3. 令和4年度 授業科目のナンバリングについて（令和2年度カリキュラム）

①科目区分：左から最初の1桁目のアルファベット

②科目区分別通し番号：左から2～3桁目の数字

③配当年次：左から4桁目の数字
 　1：1年次配当科目　3：3年次配当科目
 　2：2年次配当科目　4：4年次配当科目

教養基礎
人文科学
自然科学
社会科学 
語学
スポーツ・健康科学
キャリア支援
教養特別講義
教養外書購読
専門基礎分野

コア分野（経済）
経済分野
コア分野（経営）
経営分野
会計分野
専門特別講義
専門外書講読
専門関連
ゼミナール科目群
教職課程科目
学芸員課程科目

a：
b：
c：
d：
e：
f：
g：
h：
i：
j：

k：
l：

m：
n：
o：
p：
q：
r：
s：
t：
u：

④ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与）：左から5～7桁目の数字
 　5桁目：知識・技能 
 　6桁目：思考力・判断力・表現力等 
 　7桁目：主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
　　※「1」該当、「0」該当しない 
 
　例1：k012110（初級ミクロ経済学） 
　    k：経済学科のコア分野の専門科目で 
  　01：通し番号が01番目 
 　   2：配当年次が2年生で 
　110：ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与）の
　　　　「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」 
　　　　に資する授業科目

　例2：o182100（原価計算論Ⅰ） 
　　 o：経営学科の会計分野の専門科目で 
 　 18：通し番号が18番目 
   　 2：配当年次が2年生で
　100：ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与）の
　　　　「知識・技能」に資する授業科目 

3. 令和６年度 授業科目のナンバリングについて
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I I
1. 少人数教育の根幹としてのゼミナールの重視（クラス制）

　教員１人当たりの学生数が少ないという、大規模大学にはない本学の条件を積極的に生かして、可能な限り教
員とのマン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施します。
　その根幹として「ゼミナール」を位置づけ、表現能力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生として
の基礎的な知識と基本的な学習能力の習得を目指します。また、ゼミナール担当教員がクラス担任を兼ね、学生一
人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かく指導します。１年次に「基礎ゼミナール」を設けるほか、専門知識
や文書作成・報告能力の習得のため、2年次から4年次まで「ゼミナール」を必修科目として設置します。さらに、よ
り高度な知識を獲得しようと考えている学生に対して、3年次、及び4年次に選択科目として「特別ゼミナール」を
設置します。

（知識、技能）（思考力、判断力、表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

２．人間教育の根幹をなす教養教育の充実
　経済・経営をより深く、多角的に理解するための幅広い教養を身につけ、社会の変化に対応しつつ、問題を解決
できる行動力を備え、社会に貢献する人材を育成できるように、多様な教養科目を設置し、学生自身の選択の幅を
広げます。また、建学の精神に関わる渋沢栄一の考え方を深めるための科目を設置します。

（思考力、判断力、表現力等）

３．体系的な専門科目の設置
　学生に自らの適性や将来の志望をより的確に判断してもらうため、１年次には学科に分かれず、全ての１年次
生が経営学や経済学双方に関する基本的な考え方や分析方法を学ぶための科目を設置します。
　２年次からは、企業を中心にさまざまな組織体の活動について、体系的に学びます。専門科目群は、「経営分野」
と「会計分野」に大別し、「経営分野」では自らの活動を効率的かつ効果的に遂行するための問題発見とその解決力
といった実践的能力を育成し、「会計分野」では企業の経営活動を表現し、伝達する手段である簿記・会計と税務能
力を育成します。ただし、所属学科・専攻分野を超えて関心のある科目を幅広く履修して、学際的な視点を身につ
けることを奨励します。

（知識、技能）

４．キャリア教育の充実（コース制）
　社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、1年次から3年次まで段階的に履修でき
るように設置しています。また教養科目・専門科目については、各人の目指す職業と関連づけて学習できるように
キャリア別コース（公務員コース、会計コース、ビジネス経営コース、金融コース、教職コース、学芸員コース、ITコー
ス）を設定しています。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

経営学科

　千葉経済大学経済学部経営学科では、学修成果を体系的に達成するため、以下のような方針で教育課程を編成
しています。なお、各授業科目の内容や到達目標についてはシラバス等により明示するとともに、授業方法につい
てはFD活動(授業評価等)を通じ点検・評価しています。また、成績については授業科目ごとに設けられた評価方
法に基づき厳正に評価しています。

科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
教養基礎 a011010 建学の精神を学ぶ 1 2
教養基礎 a021110 社会人になるための英語Ⅰ 1 2
教養基礎 a031110 社会人になるための英語Ⅱ 1 2
教養基礎 a041111 社会人になるための文章表現Ⅰ 1 2
教養基礎 a051111 社会人になるための文章表現Ⅱ 1 2
教養基礎 a061100 社会人になるための数学Ⅰ 1 2
教養基礎 a071100 社会人になるための数学Ⅱ 1 2
教養基礎 a081110 教養英語Ⅰ 1 2
教養基礎 a091110 教養英語Ⅱ 1 2
人文科学 b011110 国語Ⅰ 1 2
人文科学 b021110 国語Ⅱ 1 2
人文科学 b031010 文学Ⅰ 1 2
人文科学 b041010 文学Ⅱ 1 2
人文科学 b051010 外国文学Ⅰ 1 2
人文科学 b061010 外国文学Ⅱ 1 2
人文科学 b071010 日本史概説Ⅰ 1 2
人文科学 b081010 日本史概説Ⅱ 1 2
人文科学 b091010 世界史概説Ⅰ 1 2
人文科学 b101010 世界史概説Ⅱ 1 2
人文科学 b111010 外国史概説Ⅰ 1 2
人文科学 b121100 外国史概説Ⅱ 1 2
人文科学 b131001 日本文化史Ⅰ 1 2
人文科学 b141001 日本文化史Ⅱ 1 2
人文科学 b151100 哲学Ⅰ 1 2
人文科学 b161100 哲学Ⅱ 1 2
人文科学 b171010 心理学Ⅰ 1 2
人文科学 b181010 心理学Ⅱ 1 2
人文科学 b191101 カウンセリング入門Ⅰ 1 2
人文科学 b201101 カウンセリング入門Ⅱ 1 2
人文科学 b211011 ポジティブ心理学 1 2
人文科学 b221110 倫理学 1 2
人文科学 b231100 教育学入門 1 2
人文科学 b241111 博物館概論 1 2
人文科学 b251111 博物館資料論 1 2
人文科学 b261011 博物館教育論 1 2
人文科学 b271100 生涯学習概論 1 2
人文科学 b281010 博物館情報メディア論 1 2
人文科学 b291100 博物館経営論 1 2
人文科学 b301111 博物館資料保存論 1 2
人文科学 b311111 博物館展示論 1 2
人文科学 b321111 歴史学・民俗学調査法 1 2
人文科学 b331111 民俗学 1 2
人文科学 b341111 地域文化論 1 2
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科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
人文科学 b351001 古文書学Ⅰ 1 2
人文科学 b361001 古文書学Ⅱ 1 2
人文科学 b371001 史料講読Ⅰ 1 2
人文科学 b381001 史料講読Ⅱ 1 2
人文科学 b391111 考古学Ⅰ 1 2
人文科学 b401111 考古学Ⅱ 1 2
人文科学 b411111 千葉の文化論Ⅰ 1 2
人文科学 b421111 千葉の文化論Ⅱ 1 2
自然科学 c011001 生態学Ⅰ 1 2
自然科学 c021001 生態学Ⅱ 1 2
自然科学 c031001 自然史概説 1 2
自然科学 c041100 地球環境入門 1 2
自然科学 c051110 情報リテラシーⅠ 1 2
自然科学 c061110 情報リテラシーⅡ 1 2
自然科学 c071100 コンピュータ概論Ⅰ 1 2
自然科学 c081100 コンピュータ概論Ⅱ 1 2
自然科学 c091110 プログラミングⅠ 1 2
自然科学 c101110 プログラミングⅡ 1 2
自然科学 c111010 情報数学入門Ⅰ 1 2
自然科学 c121010 情報数学入門Ⅱ 1 2
自然科学 c131010 基本情報答練（擬似言語） 1 2
自然科学 c141010 基本情報答練（アセンブリ言語） 1 2
自然科学 c151111 ネットワーク入門 1 2
自然科学 c161111 データベース入門 1 2
自然科学 c171111 情報セキュリティ入門 1 2
自然科学 c181111 情報システム構築論 1 2
自然科学 c191110 データサイエンス入門Ⅰ 1 2
自然科学 c201110 データサイエンス入門Ⅱ 1 2
自然科学 c211110 データサイエンスのための数学入門Ⅰ 1 2
自然科学 c221110 データサイエンスのための数学入門Ⅱ 1 2
自然科学 c231100 産業デザイン論Ⅰ 1 2
自然科学 c241100 産業デザイン論Ⅱ 1 2
社会科学 d011100 社会学Ⅰ 1 2
社会科学 d021100 社会学Ⅱ 1 2
社会科学 d031100 社会心理学Ⅰ 1 2
社会科学 d041010 社会心理学Ⅱ 1 2
社会科学 d051010 社会思想史Ⅰ 1 2
社会科学 d061010 社会思想史Ⅱ 1 2
社会科学 d071100 コミュニケーション論 1 2
社会科学 d081110 ジェンダー論 1 2
社会科学 d091111 法学入門 1 2
社会科学 d101010 日本国憲法 1 2
社会科学 d111010 政治学Ⅰ 1 2
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I I
1. 少人数教育の根幹としてのゼミナールの重視（クラス制）

　教員１人当たりの学生数が少ないという、大規模大学にはない本学の条件を積極的に生かして、可能な限り教
員とのマン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施します。
　その根幹として「ゼミナール」を位置づけ、表現能力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生として
の基礎的な知識と基本的な学習能力の習得を目指します。また、ゼミナール担当教員がクラス担任を兼ね、学生一
人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かく指導します。１年次に「基礎ゼミナール」を設けるほか、専門知識
や文書作成・報告能力の習得のため、2年次から4年次まで「ゼミナール」を必修科目として設置します。さらに、よ
り高度な知識を獲得しようと考えている学生に対して、3年次、及び4年次に選択科目として「特別ゼミナール」を
設置します。

（知識、技能）（思考力、判断力、表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

２．人間教育の根幹をなす教養教育の充実
　経済・経営をより深く、多角的に理解するための幅広い教養を身につけ、社会の変化に対応しつつ、問題を解決
できる行動力を備え、社会に貢献する人材を育成できるように、多様な教養科目を設置し、学生自身の選択の幅を
広げます。また、建学の精神に関わる渋沢栄一の考え方を深めるための科目を設置します。

（思考力、判断力、表現力等）

３．体系的な専門科目の設置
　学生に自らの適性や将来の志望をより的確に判断してもらうため、１年次には学科に分かれず、全ての１年次
生が経営学や経済学双方に関する基本的な考え方や分析方法を学ぶための科目を設置します。
　２年次からは、企業を中心にさまざまな組織体の活動について、体系的に学びます。専門科目群は、「経営分野」
と「会計分野」に大別し、「経営分野」では自らの活動を効率的かつ効果的に遂行するための問題発見とその解決力
といった実践的能力を育成し、「会計分野」では企業の経営活動を表現し、伝達する手段である簿記・会計と税務能
力を育成します。ただし、所属学科・専攻分野を超えて関心のある科目を幅広く履修して、学際的な視点を身につ
けることを奨励します。

（知識、技能）

４．キャリア教育の充実（コース制）
　社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、1年次から3年次まで段階的に履修でき
るように設置しています。また教養科目・専門科目については、各人の目指す職業と関連づけて学習できるように
キャリア別コース（公務員コース、会計コース、ビジネス経営コース、金融コース、教職コース、学芸員コース、ITコー
ス）を設定しています。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

経営学科

　千葉経済大学経済学部経営学科では、学修成果を体系的に達成するため、以下のような方針で教育課程を編成
しています。なお、各授業科目の内容や到達目標についてはシラバス等により明示するとともに、授業方法につい
てはFD活動(授業評価等)を通じ点検・評価しています。また、成績については授業科目ごとに設けられた評価方
法に基づき厳正に評価しています。

科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
社会科学 d121010 政治学Ⅱ 1 2
社会科学 d131011 国際関係論Ⅰ 1 2
社会科学 d141011 国際関係論Ⅱ 1 2
社会科学 d151101 地理学Ⅰ 1 2
社会科学 d161100 地理学Ⅱ 1 2
社会科学 d171011 地誌学Ⅰ 1 2
社会科学 d181100 地誌学Ⅱ 1 2
社会科学 d191011 ボランティア・ＮＰＯ論 1 2
社会科学 d201001 共生社会論 1 2

語学 e011111 総合英語Ⅰ 1 2
語学 e021111 総合英語Ⅱ 1 2
語学 e031110 総合英語Ⅲ 1 2
語学 e041110 総合英語Ⅳ 1 2
語学 e051111 初級英会話Ⅰ 1 2
語学 e061111 初級英会話Ⅱ 1 2
語学 e071001 中国語Ⅰ 1 2
語学 e081001 中国語Ⅱ 1 2

スポーツ・健康科学 f011001 スポーツ実習Ⅰ 1 2
スポーツ・健康科学 f021100 健康科学Ⅰ 1 2
スポーツ・健康科学 f031010 健康科学Ⅱ 1 2
スポーツ・健康科学 f041001 実践で学ぶチームビルディング 1 2
スポーツ・健康科学 f051110 食と健康 1 2
スポーツ・健康科学 f062001 スポーツ実習Ⅱ 2 2

キャリア支援 g011111 キャリア・デザインⅠ 1 2
キャリア支援 g021111 キャリア・デザインⅡ 1 2
キャリア支援 g031111 コミュニケーション講座 1 2
キャリア支援 g041111 マナー講座 1 2
キャリア支援 g051111 公務員講座（判断推理） 1 2
キャリア支援 g061111 公務員講座（数的推理） 1 2
キャリア支援 g071010 公務員講座（自然科学）Ⅰ 1 2
キャリア支援 g081010 公務員講座（自然科学）Ⅱ 1 2
キャリア支援 g091100 公務員講座（社会科学）Ⅰ 1 2
キャリア支援 g101100 公務員講座（社会科学）Ⅱ 1 2
キャリア支援 g111010 公務員講座（文章理解）Ⅰ 1 2
キャリア支援 g121010 公務員講座（文章理解）Ⅱ 1 2
キャリア支援 g131111 公務員講座（空間把握・資料解釈）Ⅰ 1 2
キャリア支援 g141111 公務員講座（空間把握・資料解釈）Ⅱ 1 2
キャリア支援 g151010 公務員答練（自然科学） 1 2
キャリア支援 g161111 公務員答練（社会科学） 1 2
キャリア支援 g171110 公務員答練（数的処理） 1 2
キャリア支援 g181010 公務員答練（文章理解） 1 2
キャリア支援 g191100 公務員答練（法律専門）Ⅰ 1 2
キャリア支援 g201100 公務員答練（法律専門）Ⅱ 1 2
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科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
キャリア支援 g211110 公務員答練（総合）Ⅰ 1 2
キャリア支援 g221010 公務員答練（総合）Ⅱ 1 2
キャリア支援 g231111 自己表現 1 2
キャリア支援 g242111 ＳＰＩ講座Ⅰ 2 2
キャリア支援 g252111 ＳＰＩ講座Ⅱ 2 2
キャリア支援 g262111 一般常識講座Ⅰ 2 2
キャリア支援 g272111 一般常識講座Ⅱ 2 2
キャリア支援 g282111 インターンシップ 2 2
キャリア支援 g293111 キャリア・アップⅠ 3 2
キャリア支援 g303111 キャリア・アップⅡ 3 2
教養特別講義 h011001 教養特別講義Ａ 1 2
教養特別講義 h021010 教養特別講義Ｂ 1 2
教養特別講義 h031010 教養特別講義Ｃ 1 2
教養特別講義 h041100 教養特別講義Ｄ 1 2
教養特別講義 h051011 教養特別講義Ｅ 1 2
教養特別講義 h061010 教養特別講義Ｆ 1 2
教養特別講義 h071010 教養特別講義Ｇ 1 2
教養特別講義 h081010 教養特別講義Ｈ 1 2
教養特別講義 h091111 教養特別講義Ｉ 1 2
教養特別講義 h101111 教養特別講義Ｊ 1 2
教養特別講義 h111010 教養特別講義Ｋ 1 2
教養特別講義 h121010 教養特別講義Ｌ 1 2
教養外書講読 i011001 外書講読（教養）Ａ 1 2
教養外書講読 i021001 外書講読（教養）Ｂ 1 2
教養外書講読 i031010 外書講読（教養）Ｃ 1 2
教養外書講読 i041100 外書講読（教養）Ｄ 1 2
専門基礎分野 j011100 経済学入門Ⅰ 1 2
専門基礎分野 j021100 経済学入門Ⅱ 1 2
専門基礎分野 j031110 経営学入門Ⅰ 1 2
専門基礎分野 j041100 経営学入門Ⅱ 1 2
専門基礎分野 j051100 経済経営数学入門Ⅰ 1 2
専門基礎分野 j061111 経済経営数学入門Ⅱ 1 2
専門基礎分野 j071100 専門基礎特別講義Ａ 1 2
専門基礎分野 j081111 専門基礎特別講義Ｂ 1 2
専門基礎分野 j091100 専門基礎特別講義Ｃ 1 2
専門基礎分野 j101100 専門基礎特別講義Ｄ 1 2
専門基礎分野 j111100 専門基礎特別講義Ｅ 1 2
専門基礎分野 j121100 専門基礎特別講義Ｆ 1 2
専門基礎分野 j131100 専門基礎特別講義Ｇ 1 2
専門基礎分野 j141100 専門基礎特別講義Ｈ 1 2
専門基礎分野 j151100 専門基礎特別講義Ｉ 1 2
専門基礎分野 j161100 専門基礎特別講義Ｊ 1 2

コア分野（経済） k012110 初級ミクロ経済学 2 2

46



32 33

1 

履
修
要
項

学
修
関
係

I I
1. 少人数教育の根幹としてのゼミナールの重視（クラス制）

　教員１人当たりの学生数が少ないという、大規模大学にはない本学の条件を積極的に生かして、可能な限り教
員とのマン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施します。
　その根幹として「ゼミナール」を位置づけ、表現能力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生として
の基礎的な知識と基本的な学習能力の習得を目指します。また、ゼミナール担当教員がクラス担任を兼ね、学生一
人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かく指導します。１年次に「基礎ゼミナール」を設けるほか、専門知識
や文書作成・報告能力の習得のため、2年次から4年次まで「ゼミナール」を必修科目として設置します。さらに、よ
り高度な知識を獲得しようと考えている学生に対して、3年次、及び4年次に選択科目として「特別ゼミナール」を
設置します。

（知識、技能）（思考力、判断力、表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

２．人間教育の根幹をなす教養教育の充実
　経済・経営をより深く、多角的に理解するための幅広い教養を身につけ、社会の変化に対応しつつ、問題を解決
できる行動力を備え、社会に貢献する人材を育成できるように、多様な教養科目を設置し、学生自身の選択の幅を
広げます。また、建学の精神に関わる渋沢栄一の考え方を深めるための科目を設置します。

（思考力、判断力、表現力等）

３．体系的な専門科目の設置
　学生に自らの適性や将来の志望をより的確に判断してもらうため、１年次には学科に分かれず、全ての１年次
生が経営学や経済学双方に関する基本的な考え方や分析方法を学ぶための科目を設置します。
　２年次からは、企業を中心にさまざまな組織体の活動について、体系的に学びます。専門科目群は、「経営分野」
と「会計分野」に大別し、「経営分野」では自らの活動を効率的かつ効果的に遂行するための問題発見とその解決力
といった実践的能力を育成し、「会計分野」では企業の経営活動を表現し、伝達する手段である簿記・会計と税務能
力を育成します。ただし、所属学科・専攻分野を超えて関心のある科目を幅広く履修して、学際的な視点を身につ
けることを奨励します。

（知識、技能）

４．キャリア教育の充実（コース制）
　社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、1年次から3年次まで段階的に履修でき
るように設置しています。また教養科目・専門科目については、各人の目指す職業と関連づけて学習できるように
キャリア別コース（公務員コース、会計コース、ビジネス経営コース、金融コース、教職コース、学芸員コース、ITコー
ス）を設定しています。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

経営学科

　千葉経済大学経済学部経営学科では、学修成果を体系的に達成するため、以下のような方針で教育課程を編成
しています。なお、各授業科目の内容や到達目標についてはシラバス等により明示するとともに、授業方法につい
てはFD活動(授業評価等)を通じ点検・評価しています。また、成績については授業科目ごとに設けられた評価方
法に基づき厳正に評価しています。

科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
コア分野（経済） k022010 初級マクロ経済学 2 2

経済分野 l012111 統計学Ⅰ 2 2
経済分野 l022111 統計学Ⅱ 2 2
経済分野 l032110 計量経済学Ⅰ 2 2
経済分野 l042110 計量経済学Ⅱ 2 2
経済分野 l052110 中級ミクロ経済学 2 2
経済分野 l062110 中級マクロ経済学 2 2
経済分野 l072100 ゲーム理論 2 2
経済分野 l082010 経済学説史Ⅰ 2 2
経済分野 l092010 経済学説史Ⅱ 2 2
経済分野 l102010 日本経済史Ⅰ 2 2
経済分野 l112010 日本経済史Ⅱ 2 2
経済分野 l122010 西洋経済史Ⅰ 2 2
経済分野 l132110 西洋経済史Ⅱ 2 2
経済分野 l142111 日本経済論Ⅰ 2 2
経済分野 l152111 日本経済論Ⅱ 2 2
経済分野 l162100 国際経済学Ⅰ 2 2
経済分野 l172010 国際経済学Ⅱ 2 2
経済分野 l182100 産業組織論Ⅰ 2 2
経済分野 l192100 産業組織論Ⅱ 2 2
経済分野 l202100 企業経済学 2 2
経済分野 l212111 食料システム論Ⅰ 2 2
経済分野 l222111 食料システム論Ⅱ 2 2
経済分野 l232010 経済政策Ⅰ 2 2
経済分野 l242110 経済政策Ⅱ 2 2
経済分野 l252111 開発経済学Ⅰ 2 2
経済分野 l262111 開発経済学Ⅱ 2 2
経済分野 l272111 外国経済論Ⅰ 2 2
経済分野 l282111 外国経済論Ⅱ 2 2
経済分野 l292100 財政学Ⅰ 2 2
経済分野 l302100 財政学Ⅱ 2 2
経済分野 l312100 地方財政論Ⅰ 2 2
経済分野 l322100 地方財政論Ⅱ 2 2
経済分野 l332100 公共経済学Ⅰ 2 2
経済分野 l342100 公共経済学Ⅱ 2 2
経済分野 l352110 金融論Ⅰ 2 2
経済分野 l362110 金融論Ⅱ 2 2
経済分野 l372010 国際金融論Ⅰ 2 2
経済分野 l382010 国際金融論Ⅱ 2 2
経済分野 l392110 銀行論 2 2
経済分野 l402110 証券市場論 2 2
経済分野 l412110 労働経済学Ⅰ 2 2
経済分野 l422110 労働経済学Ⅱ 2 2
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科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
経済分野 l432100 社会保障論 2 2
経済分野 l442100 医療経済学 2 2
経済分野 l452111 行動経済学Ⅰ 2 2
経済分野 l462111 行動経済学Ⅱ 2 2
経済分野 l472100 法と経済学 2 2
経済分野 l482100 環境経済学 2 2
経済分野 l492111 実践まちづくり論Ⅰ 2 2
経済分野 l502111 実践まちづくり論Ⅱ 2 2
経済分野 l512100 都市活性化論Ⅰ 2 2
経済分野 l522100 都市活性化論Ⅱ 2 2
経済分野 l532110 都市経済論 2 2
経済分野 l542110 地方経済論 2 2
経済分野 l552100 地域企業活性化論 2 2

コア分野（経営） m011100 商業簿記Ⅰ 1 2
コア分野（経営） m021100 商業簿記Ⅱ 1 2
コア分野（経営） m032100 マネジメント概論 2 2
コア分野（経営） m042100 アカウンティング概論 2 2

経営分野 n012110 経営管理論Ⅰ 2 2
経営分野 n022110 経営管理論Ⅱ 2 2
経営分野 n032111 経営組織論Ⅰ 2 2
経営分野 n042111 経営組織論Ⅱ 2 2
経営分野 n052110 経営戦略論Ⅰ 2 2
経営分野 n062110 経営戦略論Ⅱ 2 2
経営分野 n072111 人的資源管理論Ⅰ 2 2
経営分野 n082111 人的資源管理論Ⅱ 2 2
経営分野 n092111 国際経営論Ⅰ 2 2
経営分野 n102111 国際経営論Ⅱ 2 2
経営分野 n112110 マーケティング論Ⅰ 2 2
経営分野 n122110 マーケティング論Ⅱ 2 2
経営分野 n132110 流通論Ⅰ 2 2
経営分野 n142110 流通論Ⅱ 2 2
経営分野 n152110 経営史Ⅰ 2 2
経営分野 n162110 経営史Ⅱ 2 2
経営分野 n172110 産業史Ⅰ 2 2
経営分野 n182110 産業史Ⅱ 2 2
経営分野 n192010 企業文化論 2 2
経営分野 n202010 ベンチャー起業論 2 2
経営分野 n212110 イノベーション論Ⅰ 2 2
経営分野 n222110 イノベーション論Ⅱ 2 2
経営分野 n232110 現代企業論Ⅰ 2 2
経営分野 n242110 現代企業論Ⅱ 2 2
経営分野 n252100 中小企業論 2 2
経営分野 n262111 コーポレート・ガバナンス論 2 2

48



32 33

1 

履
修
要
項

学
修
関
係

I I
1. 少人数教育の根幹としてのゼミナールの重視（クラス制）

　教員１人当たりの学生数が少ないという、大規模大学にはない本学の条件を積極的に生かして、可能な限り教
員とのマン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施します。
　その根幹として「ゼミナール」を位置づけ、表現能力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生として
の基礎的な知識と基本的な学習能力の習得を目指します。また、ゼミナール担当教員がクラス担任を兼ね、学生一
人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かく指導します。１年次に「基礎ゼミナール」を設けるほか、専門知識
や文書作成・報告能力の習得のため、2年次から4年次まで「ゼミナール」を必修科目として設置します。さらに、よ
り高度な知識を獲得しようと考えている学生に対して、3年次、及び4年次に選択科目として「特別ゼミナール」を
設置します。

（知識、技能）（思考力、判断力、表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

２．人間教育の根幹をなす教養教育の充実
　経済・経営をより深く、多角的に理解するための幅広い教養を身につけ、社会の変化に対応しつつ、問題を解決
できる行動力を備え、社会に貢献する人材を育成できるように、多様な教養科目を設置し、学生自身の選択の幅を
広げます。また、建学の精神に関わる渋沢栄一の考え方を深めるための科目を設置します。

（思考力、判断力、表現力等）

３．体系的な専門科目の設置
　学生に自らの適性や将来の志望をより的確に判断してもらうため、１年次には学科に分かれず、全ての１年次
生が経営学や経済学双方に関する基本的な考え方や分析方法を学ぶための科目を設置します。
　２年次からは、企業を中心にさまざまな組織体の活動について、体系的に学びます。専門科目群は、「経営分野」
と「会計分野」に大別し、「経営分野」では自らの活動を効率的かつ効果的に遂行するための問題発見とその解決力
といった実践的能力を育成し、「会計分野」では企業の経営活動を表現し、伝達する手段である簿記・会計と税務能
力を育成します。ただし、所属学科・専攻分野を超えて関心のある科目を幅広く履修して、学際的な視点を身につ
けることを奨励します。

（知識、技能）

４．キャリア教育の充実（コース制）
　社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、1年次から3年次まで段階的に履修でき
るように設置しています。また教養科目・専門科目については、各人の目指す職業と関連づけて学習できるように
キャリア別コース（公務員コース、会計コース、ビジネス経営コース、金融コース、教職コース、学芸員コース、ITコー
ス）を設定しています。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

経営学科

　千葉経済大学経済学部経営学科では、学修成果を体系的に達成するため、以下のような方針で教育課程を編成
しています。なお、各授業科目の内容や到達目標についてはシラバス等により明示するとともに、授業方法につい
てはFD活動(授業評価等)を通じ点検・評価しています。また、成績については授業科目ごとに設けられた評価方
法に基づき厳正に評価しています。

科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
経営分野 n272110 組織学習論 2 2
経営分野 n282110 生産管理論 2 2
経営分野 n292110 企業ネットワーク論 2 2
経営分野 n302100 スポーツマネジメント 2 2
経営分野 n312100 リスクマネジメント 2 2
経営分野 n322111 ＣＳＲ論 2 2
経営分野 n332110 公共交通と地域社会 2 2
経営分野 n342110 経営情報システム論 2 2
会計分野 o011100 商業簿記Ⅲ 1 2
会計分野 o021100 商業簿記Ⅳ 1 2
会計分野 o031100 商業簿記Ⅴ 1 2
会計分野 o041100 工業簿記Ⅰ 1 2
会計分野 o051100 工業簿記Ⅱ 1 2
会計分野 o061100 商業簿記答練Ⅰ 1 2
会計分野 o071100 商業簿記答練Ⅱ 1 2
会計分野 o081100 商業簿記答練Ⅲ 1 2
会計分野 o091100 商業簿記答練上級 1 2
会計分野 o101100 工業簿記答練 1 2
会計分野 o111100 工業簿記答練上級 1 2
会計分野 o121100 簿記答練Ⅰ 1 2
会計分野 o131100 簿記答練Ⅱ 1 2
会計分野 o142110 会計制度論Ⅰ 2 2
会計分野 o152110 会計制度論Ⅱ 2 2
会計分野 o162100 財務会計論Ⅰ 2 2
会計分野 o172100 財務会計論Ⅱ 2 2
会計分野 o182100 原価計算論Ⅰ 2 2
会計分野 o192100 原価計算論Ⅱ 2 2
会計分野 o202100 管理会計論Ⅰ 2 2
会計分野 o212100 管理会計論Ⅱ 2 2
会計分野 o222100 コンピュータ会計 2 2
会計分野 o232100 財務分析Ⅰ 2 2
会計分野 o242100 財務分析Ⅱ 2 2
会計分野 o252100 ファイナンス論Ⅰ 2 2
会計分野 o262100 ファイナンス論Ⅱ 2 2
会計分野 o272100 法人税法・地方税法 2 2
会計分野 o282100 相続税法・消費税法 2 2
会計分野 o292110 所得税法Ⅰ 2 2
会計分野 o302110 所得税法Ⅱ 2 2

専門特別講義 p011010 専門特別講義Ａ 1 2
専門特別講義 p021100 専門特別講義Ｂ 1 2
専門特別講義 p031100 専門特別講義Ｃ 1 2
専門特別講義 p041010 専門特別講義Ｄ 1 2
専門特別講義 p051111 専門特別講義Ｅ 1 2
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科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
専門特別講義 p061100 専門特別講義Ｆ 1 2
専門特別講義 p071010 専門特別講義Ｇ 1 2
専門特別講義 p081100 専門特別講義Ｈ 1 2
専門特別講義 p091100 専門特別講義Ｉ 1 2
専門特別講義 p101100 専門特別講義Ｊ 1 2
専門特別講義 p111111 専門特別講義Ｋ 1 2
専門特別講義 p121111 専門特別講義Ｌ 1 2
専門特別講義 p131010 専門特別講義Ｍ 1 2
専門特別講義 p141110 専門特別講義Ｎ 1 2
専門特別講義 p151110 専門特別講義Ｏ 1 2
専門特別講義 p161111 専門特別講義Ｐ 1 2
専門特別講義 p171010 専門特別講義Ｑ 1 2
専門特別講義 p181010 専門特別講義Ｒ 1 2
専門特別講義 p191010 専門特別講義Ｓ 1 2
専門特別講義 p201010 専門特別講義Ｔ 1 2
専門特別講義 p211110 専門特別講義Ｕ 1 2
専門特別講義 p221110 専門特別講義Ｖ 1 2
専門特別講義 p231100 専門特別講義Ｗ 1 2
専門特別講義 p241100 専門特別講義Ｘ 1 2
専門特別講義 p251100 専門特別講義Ｙ 1 2
専門特別講義 p261100 専門特別講義Ｚ 1 2
専門特別講義 p271110 Introductory Economics 1 2
専門特別講義 p281110 Management・Accounting 1 2
専門外書講読 q011110 外書講読（専門）Ａ 1 2
専門外書講読 q021010 外書講読（専門）Ｂ 1 2
専門外書講読 q031110 外書講読（専門）Ｃ 1 2
専門外書講読 q041110 外書講読（専門）Ｄ 1 2

専門関連 r011010 千葉の経済 1 2
専門関連 r021010 地域政策Ⅰ 1 2
専門関連 r031010 地域政策Ⅱ 1 2
専門関連 r041010 販売士講座Ⅰ 1 2
専門関連 r051010 販売士講座Ⅱ 1 2
専門関連 r061010 販売士講座Ⅲ 1 2
専門関連 r071010 販売士講座Ⅳ 1 2
専門関連 r081100 ＦＰ講座Ⅰ 1 2
専門関連 r091010 ＦＰ講座Ⅱ 1 2
専門関連 r101010 ＦＰ答練 1 2
専門関連 r111100 証券外務員講座Ⅰ 1 2
専門関連 r121100 証券外務員講座Ⅱ 1 2
専門関連 r131100 宅建講座Ⅰ 1 2
専門関連 r141100 宅建講座Ⅱ 1 2
専門関連 r151100 宅建講座Ⅲ 1 2
専門関連 r161100 宅建講座Ⅳ 1 2
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I I
1. 少人数教育の根幹としてのゼミナールの重視（クラス制）

　教員１人当たりの学生数が少ないという、大規模大学にはない本学の条件を積極的に生かして、可能な限り教
員とのマン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施します。
　その根幹として「ゼミナール」を位置づけ、表現能力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生として
の基礎的な知識と基本的な学習能力の習得を目指します。また、ゼミナール担当教員がクラス担任を兼ね、学生一
人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かく指導します。１年次に「基礎ゼミナール」を設けるほか、専門知識
や文書作成・報告能力の習得のため、2年次から4年次まで「ゼミナール」を必修科目として設置します。さらに、よ
り高度な知識を獲得しようと考えている学生に対して、3年次、及び4年次に選択科目として「特別ゼミナール」を
設置します。

（知識、技能）（思考力、判断力、表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

２．人間教育の根幹をなす教養教育の充実
　経済・経営をより深く、多角的に理解するための幅広い教養を身につけ、社会の変化に対応しつつ、問題を解決
できる行動力を備え、社会に貢献する人材を育成できるように、多様な教養科目を設置し、学生自身の選択の幅を
広げます。また、建学の精神に関わる渋沢栄一の考え方を深めるための科目を設置します。

（思考力、判断力、表現力等）

３．体系的な専門科目の設置
　学生に自らの適性や将来の志望をより的確に判断してもらうため、１年次には学科に分かれず、全ての１年次
生が経営学や経済学双方に関する基本的な考え方や分析方法を学ぶための科目を設置します。
　２年次からは、企業を中心にさまざまな組織体の活動について、体系的に学びます。専門科目群は、「経営分野」
と「会計分野」に大別し、「経営分野」では自らの活動を効率的かつ効果的に遂行するための問題発見とその解決力
といった実践的能力を育成し、「会計分野」では企業の経営活動を表現し、伝達する手段である簿記・会計と税務能
力を育成します。ただし、所属学科・専攻分野を超えて関心のある科目を幅広く履修して、学際的な視点を身につ
けることを奨励します。

（知識、技能）

４．キャリア教育の充実（コース制）
　社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、1年次から3年次まで段階的に履修でき
るように設置しています。また教養科目・専門科目については、各人の目指す職業と関連づけて学習できるように
キャリア別コース（公務員コース、会計コース、ビジネス経営コース、金融コース、教職コース、学芸員コース、ITコー
ス）を設定しています。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）

経営学科

　千葉経済大学経済学部経営学科では、学修成果を体系的に達成するため、以下のような方針で教育課程を編成
しています。なお、各授業科目の内容や到達目標についてはシラバス等により明示するとともに、授業方法につい
てはFD活動(授業評価等)を通じ点検・評価しています。また、成績については授業科目ごとに設けられた評価方
法に基づき厳正に評価しています。

科目区分 ナンバリング 科目名 配当年次 単位数
専門関連 r171110 刑法 1 2
専門関連 r181110 民法Ⅰ 1 2
専門関連 r191110 民法Ⅱ 1 2
専門関連 r201111 会社法 1 2
専門関連 r211110 労働法 1 2
専門関連 r221111 経済法Ⅰ 1 2
専門関連 r231111 経済法Ⅱ 1 2
専門関連 r241010 行政法 1 2
専門関連 r251010 行政学 1 2
専門関連 r261110 ビジネス英語Ⅰ 1 2
専門関連 r271110 ビジネス英語Ⅱ 1 2

ゼミナール科目群 s011101 基礎ゼミナールⅠ 1 2
ゼミナール科目群 s021101 基礎ゼミナールⅡ 1 2
ゼミナール科目群 s032111 ゼミナールⅠ 2 4
ゼミナール科目群 s043111 ゼミナールⅡ 3 4
ゼミナール科目群 s054111 ゼミナールⅢ 4 4
ゼミナール科目群 s063111 特別ゼミナールⅠ 3 4
ゼミナール科目群 s074111 特別ゼミナールⅡ 4 4
ゼミナール科目群 s084110 卒業論文 4 4

教職課程科目 t013111 社会科・公民科教育法Ⅰ 3 2
教職課程科目 t023111 社会科・公民科教育法Ⅱ 3 2
教職課程科目 t033111 社会科・公民科教育法Ⅲ 3 2
教職課程科目 t043111 社会科・公民科教育法Ⅳ 3 2
教職課程科目 t051100 教育原理 1 2
教職課程科目 t061111 教職概説 1 2
教職課程科目 t072010 教育の制度と経営 2 2
教職課程科目 t081100 教育心理学 1 2
教職課程科目 t091101 特別支援教育 1 2
教職課程科目 t102111 教育課程論 2 2
教職課程科目 t112100 道徳の理論と指導法 2 2

教職課程科目 t121011 総合的な探究・学習の時間の指導法
（総合的な学習の時間の指導法） 1 2

教職課程科目 t132001 特別活動 2 2
教職課程科目 t142010 教育方法 2 2
教職課程科目 t152110 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 2 2
教職課程科目 t162100 生徒指導の理論と指導法 2 2
教職課程科目 t172011 教育相談の基礎 2 2
教職課程科目 t182100 進路・キャリア教育の理論と指導法 2 2
教職課程科目 t193111 教育実習事前演習 3 2
教職課程科目 t204001 教育実習 4 3
教職課程科目 t214111 教職実践演習（中・高） 4 2

学芸員課程科目 u013111 博物館実習 3 3
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